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環
太
平
洋
の
芸
術
文
化

　
　
　
鹿
児
島
県
文
化
協
会
会
長

�

　
　
　
原
口
　
　
泉

　

去
る
９
月
１
日
に
川
内
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、

県
民
文
化
フ
ェ
ス
タ
in
ほ
く
さ
つ
２
０
１
９

「
フ
ラ
の
祭
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
民

文
化
フ
ェ
ス
タ
in
ほ
く
さ
つ
２
０
１
９
実
行
委

員
会
を
は
じ
め
、
フ
ェ
ス
タ
開
催
に
当
た
り
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
深
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

フ
ラ
は
、
手
や
足
、
腰
の
動
き
で
波
や
鳥
、

太
陽
な
ど
を
表
現
す
る
ハ
ワ
イ
の
民
族
舞
踊
で

す
。
私
が
１
９
６
４
年
と
65
年
に
ハ
ワ
イ
大
学

に
行
っ
た
時
に
は
、
フ
ラ
で
歓
迎
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
歓
迎
の
際
も
、
見
送
り
の
際
も

踊
っ
て
い
た
だ
い
た
フ
ラ
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

フ
ラ
は
、
元
々
、
宗
教
儀
式
の
一
部
で
あ
り
、

信
仰
の
対
象
で
す
。
同
じ
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
バ
リ
島
で
行
わ
れ
る
男
性
合
唱
の
ケ

チ
ャ
は
、
呪
術
的
な
踊
り
（
サ
ン
ヒ
ャ
ン
）
に

と
も
な
う
舞
踏
劇
で
、
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で

す
。
フ
ェ
ス
タ
で
は
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
奄
美
に
は
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す

る
八
月
踊
り
が
あ
り
ま
す
。
徳
島
の
阿
波
踊
り

も
、
八
月
踊
り
同
様
、
お
盆
の
時
期
に
踊
ら
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
踊
り
は
単
な
る
娯
楽
で

は
な
く
、
地
域
に
根
付
い
た
伝
統
文
化
な
の
で

す
。

　

今
年
、『
薩
摩
の
武
士
が
生
き
た
町
～
武
家

屋
敷
群
「
麓
」
を
歩
く
～
』
が
、
本
県
で
は
初

の
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。（
鹿
児
島
、

出
水
、
垂
水
、
薩
摩
川
内
、
い
ち
き
串
木
野
、

南
さ
つ
ま
、
志
布
志
、
南
九
州
、
姶
良
の
計
９

市
）
日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
な
魅
力

や
特
色
を
通
じ
て
文
化
・
伝
統
を
語
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
文
化
庁
が
認
定
し
、
そ
の
文
化
財
を
総

合
的
に
活
用
す
る
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
活
性
化
・
観
光
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
構
成
資

産
で
あ
る
、
太
鼓
踊
り
や
士
踊
り
は
、
薩
摩
武

士
の
生
活
に
根
付
い
た
も
の
で
し
た
。今
で
も
、

県
内
各
地
で
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
、
沖
縄
県
の
『
琉
球
王
国
時
代
か
ら

連
綿
と
続
く
沖
縄
の
伝
統
的
な
「
琉
球
料
理
」

と
「
泡
盛
」、
そ
し
て
「
芸
能
」』
も
今
年
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
中
国
皇
帝
か
ら
派
遣
さ
れ
た
冊

封
使
節
団
を
も
て
な
す
琉
球
料
理
や
泡
盛
、
宴

を
盛
り
上
げ
る
芸
能
は
、
今
で
も
沖
縄
の
方
々

の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
今

年
度
の
九
州
沖
縄
文
化
団
体
連
絡
会
議
は
７
月

に
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
琉
球
舞

踊
と
組
踊
の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
華

や
か
な
衣
装
で
お
こ
な
わ
れ
る
琉
球
舞
踊
は
圧

巻
で
し
た
。
本
来
は
男
性
の
み
で
お
こ
な
わ
れ

る
踊
り
で
し
た
が
、
今
で
は
女
性
の
舞
踊
家
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
文
化
協
会
に
は
、
日
本
舞
踊
や
バ

レ
エ
、
能
楽
な
ど
の
舞
踊
に
関
す
る
団
体
も
多

く
加
盟
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な

踊
り
か
ら
現
代
的
な
ダ
ン
ス
ま
で
、
こ
れ
か
ら

益
々
鹿
児
島
県
の
舞
踊
文
化
が
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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〈お問い合わせ〉薩摩川内市文化協会事務局　TEL.090-8227-4736

フ
ラ
は

心
の
言
葉
で
あ
り
、

ハ
ワ
イ
ア
ン
の

鼓
動
で
あ
る
。

2019.9.1.sun 12:30
13:00川内文化ホール会場会場

日時日時
開場開場

開演開演

フラの祭典
1,000円
入場料入場料

県民文化フェスタ
inほくさつ 2019

鹿児島県薩摩川内市若松町３－１０　TEL.0996-22-5211
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�

事
業
部
長
　
　
髙
風
　
勝
治

　

今
回
の
改
選
で
鹿

児
島
県
文
化
協
会
の

事
業
部
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
精
一
杯
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
に
な
り
新
た
な
気
持
ち
で
、
県
民
文
化

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
９
月
１
日
の
「
県
民
文
化
フ
ェ
ス
タ
in

ほ
く
さ
つ
２
０
１
９
」
は
、
地
元
の
実
行
委
員

会
を
中
心
に
事
業
を
進
め
、
無
事
成
功
裏
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。引
き
続
き「
県

民
文
化
フ
ェ
ス
タ
in
か
ご
し
ま
２
０
１
９
」
で

は
、
実
行
委
員
長
と
し
て
も
関
わ
ら
せ
て
戴
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。事
業
を
進
め
る
に
当
た
り
、

多
く
の
課
題
が
噴
出
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
協

会
の
各
先
生
方
の
ご
協
力
で
乗
り
越
え
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
お
力
添
え
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

広
報
部
長
　
　
福
園
　
力

　

こ
の
度
、
広
報
部

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
今
ま
で
、
機

関
誌
の
編
集
等
は
、

経
験
が
な
く
戸
惑
う

事
ば
か
り
で
す
が
、
皆
様
方
の
お
力
を
、
頂
き

勤
め
さ
せ
て
貰
い
ま
す
。

　

誰
も
が
関
心
を
持
ち
、
活
動
し
た
い
文
化
協

会
に
な
る
よ
う
に
、
努
力
し
た
い
と
、
考
え
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム

�

　
副
会
長
　
　
永
山
　
作
二

　

鹿
児
島
県
文
化
協
会
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、県
文
化
協
会
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

未
来
へ
い
か
に
継
承
し
て
行
く
か
。
県
内
各
地

区
、
各
種
文
化
団
体
の
置
か
れ
て
い
る
現
況
を

把
握
し
、
未
来
に
向
け
て
夢
の
あ
る
鹿
児
島
県

文
化
協
会
と
し
て
展
望
を
拓
い
て
ゆ
く
事
を
目

的
に
、
い
く
つ
か
の
記
念
事
業
を
行
っ
た
。
そ

の
一
環
と
し
て
令
和
元
年
度
総
会
終
了
後
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。「
鹿
児
島
が
世
界

に
誇
る
自
然
と
文
化
」
と
題
し
、
原
口
泉
会
長

の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
、
か
ご
し
ま
探
検
の
会
代
表
理
事

の
東
川
隆
太
郎
氏
に
よ
り
司
会
進
行
さ
れ
た
。

　

最
初
に
基
調
講
演
と
し
て
原
口
会
長
よ
り
、

鹿
児
島
県
は
屋
久
島
が
世
界
自
然
遺
産
に
、
明

治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
が
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。
甑
島
の
ト
シ
ド
ン
は
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
今

後
は
奄
美
大
島
、
徳
之
島
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
事
が
目
標
で
あ
る
。
南
北
６
０
０
キ
ロ

に
渡
る
、
鹿
児
島
の
黒
潮
文
化
に
つ
い
て
講
演

が
な
さ
れ
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
永
山
霧
島
市
文
化
協
会
長
は
日
本

最
初
の
国
立
公
園
を
有
す
る
霧
島
市
。
豊
か
な

自
然
と
文
化
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
市
町
村
合

併
等
に
よ
り
都
市
集
中
化
現
象
の
中
、
高
齢
化

等
に
よ
り
文
化
の
灯
が
消
え
つ
つ
あ
る
地
域
文

化
の
継
承
保
存
に
努
め
て
い
る
。
合
併
前
の
一

市
六
町
に
各
支
部
を
設
け
た
事
が
功
を
奏
し

た
。
と
も
す
れ
ば
消
え
が
ち
な
地
域
の
文
化
守

り
育
て
、
関
係
各
機
関
と
の
連
携
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
文
化
祭
等
を
開
催
し
、
地
域
文

化
の
継
承
保
存
と
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
、
発
表
し
た
。
山
本
前
奄
美
市
文
化
協
会
長

は
奄
美
、
沖
縄
が
再
度
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

て
推
薦
さ
れ
た
事
は
、
手
つ
か
ず
の
自
然
、
生

活
様
式
、
大
島
紬
、
島
唄
、
島
言
葉
な
ど
全
て

の
多
様
性
で
あ
る
。「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉

一
つ
を
取
っ
て
み
て
も
、
五
つ
の
島
で
全
く
異

な
る
。
奄
美
の
自
然
が
日
本
画
家
田
中
一
村
の

絵
を
開
花
さ
せ
た
。
奄
美
パ
ー
ク
宮
崎
緑
館
長

は
世
界
へ
の
発
信
を
操
っ
て
い
る
、
と
発
表
し

た
。
野
口
屋
久
島
文
化
協
会
長
は
平
成
元
年
五

月
東
京
よ
り
屋
久
島
に
移
住
し
、
平
成
十
九
年

屋
久
島
町
文
化
協
会
長
を
引
き
受
け
た
。
子
育

て
や
書
道
、
硬
筆
の
講
師
を
し
な
が
ら
文
化
協

会
と
共
に
歩
ん
で
き
た
。
今
、
屋
久
島
の
自
然

を
満
喫
し
て
い
る
。
古
き
良
き
芸
事
か
ら
ト
レ

ン
ド
の
ダ
ン
ス
ま
で
、
昨
今
の
会
員
の
活
躍
か

ら
は
目
が
離
せ
な
い
。
古
来
よ
り
海
路
の
灯
台

で
あ
っ
た
屋
久
島
が
、
文
化
の
道
標
と
な
り
、

誰
も
が
自
由
な
表
現
活
動
を
暮
ら
し
の
中
に
活

か
せ
る
「
文
化
の
母
島
」
で
あ
る
事
を
願
う
、

と
発
表
し
た
。
そ
の
後
質
問
等
総
合
的
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

「
鹿
児
島
が 

世
界
に
誇
る

　
　
　
　
　
　自
然
と
文
化
」

（４Ｆ 市民ホール）
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鹿
児
島
が
世
界
に
誇
る

�

自
然
と
文
化

�

　
大
島
地
区
文
化
協
会
　
　
山
元
　
孝
子

　

世
界
地
図
で
見
ま
す
と
一
点
で
し
か
な
い
奄

美
群
島
は
、
南
北
２
０
０
㎞
、５
島
か
ら
成
り
、

海
を
隔
て
交
通
は
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
の
島
独
自
の
個
性
を
培
っ
て

き
た
と
も
言
え
ま
す
。

　

奄
美
は
、
自
然
と
文
化
の
宝
庫
で
す
。

　

１
つ
、
食
で
は
、
シ
マ
豚
、
鶏
飯
、
よ
も
ぎ

餅
、
じ
ょ
う
ひ
餅
、
黒
砂
糖
、
田
芋
、
喜
界
島

の
ご
ま
、
な
ど
。

　

１
つ
、
シ
マ
唄
で
は
民
謡
日
本
一
を
５
名
輩

出
し
ま
し
た
。

　

１
つ
、
八
月
踊
り
と
一
集
落
一
芸
能
。
与
論

島
十
五
夜
踊
り
、
加
計
呂
麻
諸
鈍
シ
バ
ヤ
は
国

指
定
の
無
形
文
化
財
で
す
。

　

１
つ
、
大
島
紬
は
１
８
０
０
年
余
り
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
、
小
湊
集
落
フ
ワ
ガ
ネ
ク
は
、
６
～
７

世
紀
の
飛
鳥
時
代
に
道
具
を
使
い
、
夜
光
貝
で

さ
じ
な
ど
の
加
工
品
を
作
り
、
百
済
を
始
め
ア

ジ
ア
へ
輸
出
し
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
近
く
国

の
遺
跡
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
他
に
も
伊

仙
町
の
カ
ム
イ
焼
等
々
。
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
奄
美
の
大
自
然
。
そ

の
自
然
に
育
ま
れ
た
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
を

始
め
と
す
る
希
少
動
植
物
の
面
積
比
率
は
、
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
以
上
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

奄
美
は
今
年
、
日
本
が
推
薦
す
る
最
後
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
候
補
に
名
乗
り
を
あ
げ
る
予

定
で
す
。

　

日
本
で
最
初
の
国
立
公
園
「
霧
島
」。
日
本

で
最
初
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
「
屋
久
島
」。

そ
れ
に
奄
美
が
最
後
の
登
録
と
な
り
ま
す
と
、

鹿
児
島
県
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
誇
れ
る
も
の
と

な
り
ま
す
。

　

奄
美
市
教
育
委
員
会
も
、
新
聞
社
沖
縄
タ
イ

ム
ス
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
「
奄
美
こ
ど
も
環
境

調
査
隊
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

作
家
、
島
尾
敏
雄
が
足
跡
を
残
し
た
奄
美
。

ま
た
、
日
本
画
家
、
田
中
一
村
は
、
奄
美
で
画

風
を
昇
華
さ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、一
村
の
日
本
画
は
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
、

２
０
１
８
」の
一
環
と
し
て
パ
リ
に
渡
り
、ゴ
ー

ギ
ャ
ン
と
隣
あ
わ
せ
で
展
示
さ
れ
、
口
コ
ミ
で

１
日
２
５
０
０
名
の
来
場
者
を
呼
び
、
芸
術
文

化
に
秀
で
た
フ
ラ
ン
ス
人
を
唸
ら
せ
た
よ
う
で

す
。

　

奄
美
パ
ー
ク
宮
崎
緑
館
長
は
、
一
村
と
奄
美

を
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
世
界
へ
発
信
し
た
い

と
、
奄
美
文
化
協
会
の
講
演
会
で
語
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」

で
、
シ
マ
は
沸
き
ま
し
た
。

　

沖
永
良
部
や
龍
郷
町
は
、
西
郷
ゆ
か
り
の
土

地
で
も
あ
り
、
放
送
以
前
か
ら
関
連
事
業
は
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
龍
郷
町
は
西
郷
ゆ
か
り

の
土
地
で
も
あ
り
、
放
送
以
前
か
ら
関
連
事
業

は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
龍
郷
町
の
西
郷
菊

次
郎
展
は
２
０
１
８
年
４
月
～
２
０
１
９
年
２

月
ま
で
開
か
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で
盛
況
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
の
他

で
原
口
先
生
も
何
度
も
奄
美
へ
来
島
さ
れ
、
私

た
ち
も
貴
重
な
御
講
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

奄
美
文
化
協
会
は
「
西
郷
ど
ん
」
の
劇
中
歌

の
里
ア
ン
ナ
さ
ん
、
前
山
真
吾
さ
ん
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
「
ベ
ル
ス
ー
ズ
奄
美
２
０
１
８
」
の
演

奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
ベ
ル
ス
ー
ズ
」
と

は
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
子
守
歌
」
の
意
味
で
す
。

作
曲
は
、
宇
検
村
出
身
の
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

首
席
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者
、
山
畑
馨
先
生
。
ス
ト

ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
来
日
の
折
、「
演
奏
を
称
賛
さ

れ
た
こ
と
が
一
生
の
宝
物
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方

で
す
。
指
揮
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
御
活
躍
の
奥
村

伸
樹
さ
ん
。「
ベ
ル
ス
ー
ズ
奄
美
」
を
日
本
の

名
曲
と
絶
賛
さ
れ
、
外
国
に
紹
介
し
た
い
と
話

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
初
の
プ
ロ
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
、

森
田
良
平
さ
ん
の
計
ら
い
に
よ
り
、
全
国
各
地

か
ら
奄
美
ゆ
か
り
の
50
数
名
の
演
奏
者
を
お
招

き
し
、
合
唱
団
は
地
元
１
２
０
名
で
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
し
か
し
、
前
回
公
演
か
ら
18
年
が
経

ち
、
準
備
は
大
変
で
し
た
が
、
感
動
的
な
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
全
員
で
体
感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

尚
、
こ
の
行
事
に
は
「
明
治
維
新
１
５
０
周

年
記
念
」の
鹿
児
島
県
の
助
成
を
頂
き
ま
し
た
。

　

知
事
を
始
め
、
原
口
先
生
、
文
化
協
会
の
皆

様
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
先
私
た
ち
は
、
シ
マ
で
生
ま
れ
た
名
曲

を
次
の
世
代
に
「
シ
マ
の
文
化
遺
産
」
と
し
て

引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

手
始
め
と
し
て
、
再
来
年
、
山
畑
馨
生
誕

１
０
０
周
年
記
念
公
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
文
化
祭
も
起
点
と
な
り
、
徳
之
島
に
は

中
学
生
、高
校
生
に
よ
る
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
西

郷
ど
ん
」
が
生
ま
れ
沖
縄
公
演
も
果
た
し
ま
し

た
。
沖
永
良
部
に
も
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が

誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
古
き
を
訪
ね
新
し
き
を
知
る
」

　

変
え
て
は
な
ら
な
い
シ
マ
の
宝
物
は
伝
承
し

つ
つ
、
若
い
人
た
ち
が
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
姿
は
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

奄
美
は
75
年
前
の
敗
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
の
行

政
統
治
下
に
あ
り
ま
し
た
。

　

歴
史
に
残
る
苦
し
い
無
血
抵
抗
運
動
を
20
万

民
族
で
成
し
遂
げ
、
日
本
に
復
帰
し
た
経
験
を

私
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
平
和
で
あ
れ
ば
こ
そ
文
化

を
語
れ
る
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
願
わ
く
ば
、
世

界
の
人
々
が
文
化
を
語
り
結
ば
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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鹿
児
島
県
文
化
協
会
副
会
長
　
　
川
原
　
純
子

　

去
る
七
月
二
十
五
、二
十
六
日
に
沖
縄
で
開

催
さ
れ
た
九
州
・
沖
縄
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

に
会
長
・
事
務
局
長
と
共
に
参
加
致
し
ま
し
た
。

今
回
初
参
加
で
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県
の

文
化
団
体
か
ら
様
々
な
実
情
を
知
る
上
で
貴
重

な
機
会
を
頂
い
た
事
は
本
当
に
有
難
い
事
で
し

た
。

　

午
後
二
時
か
ら
始
ま
っ
た
会
議
に
は
各
県
よ

り
役
員
の
方
々
が
並
ば
れ
緊
張
の
面
持
ち
で
会

長
の
挨
拶
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
出
席
者
紹
介

を
通
し
他
県
の
多
く
が
事
務
局
を
県
庁
内
に
置

き
県
職
員
が
そ
の
任
に
当
た
り
行
政
が
し
っ
か

り
関
わ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
事
、
私
共
鹿
文

協
と
し
て
は
大
変
う
ら
や
ま
し
く
思
う
事
で
し

た
。

　

議
題
と
し
て
は
、
会
員
に
対
し
て
の
還
元
の

仕
方
や
伝
統
芸
能
の
維
持
及
び
継
承
対
策
、
又

運
営
方
針
等
々
に
つ
き
各
県
の
報
告
や
協
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
各
県
の
文
化
団
体
は
、

そ
の
設
立
の
経
緯
も
形
態
も
、
県
の
中
で
の
立

ち
位
置
も
お
の
ず
と
財
政
規
模
も
異
な
っ
て
お

り
ま
す
。
財
政
面
で
は
多
い
所
で
沖
縄
県
は

五
千
百
万
円
、
宮
崎
県
四
千
八
百
万
円
、
鹿
文

協
が
一
番
少
な
く
五
百
万
円
程
度
と
違
い
が
あ

る
事
か
ら
、
な
か
な
か
共
通
の
問
題
と
し
て
は

捉
え
に
く
い
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
各
県
の
実

情
が
わ
か
り
大
変
有
意
義
で
あ
り
ま
し
た
。
又

そ
れ
ぞ
れ
の
県
に
於
い
て
、
そ
の
県
な
ら
で
は

の
特
色
を
生
か
し
、
地
域
の
感
性
に
基
ず
く
文

化
を
す
く
い
上
げ
工
夫
し
な
が
ら
、
文
化
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
各
県
の
取
組
に
は
感
銘

を
覚
え
ま
し
た
。
夜
の
交
流
会
で
は
そ
れ
ら
を

受
け
、
盛
り
上
が
っ
た
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

二
日
目
は
沖
縄
が
空
手
発
祥
の
地
で
あ
る
事

か
ら
、
沖
縄
空
手
会
館
を
訪
れ
て
説
明
を
受
け

た
後
、
開
催
さ
れ
て
い
た
世
界
空
手
選
手
権
大

会
を
見
学
し
、
デ
ニ
ー
玉
城
知
事
と
も
お
会
い

す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
又
十
三
世
紀
に
造
ら

れ
、後
の
王
都
首
里
へ
つ
な
が
る
国
指
定
史
跡
、

浦
添
城
跡
や
十
八
世
紀
初
め
中
国
か
ら
の
使
者

を
歓
待
す
る
た
め
に
首
里
王
府
に
よ
り
創
作
さ

れ
た
音
楽
、
踊
り
、
台
詞
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄

独
自
の
歌
舞
劇
で
あ
る
「
組
踊
」
な
ど
を
鑑
賞

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。。

　

今
回
の
「
九
州
・
沖
縄
文
化
団
体
連
絡
協
議

会
」開
催
に
当
た
り
、沖
縄
県
文
化
協
会
の
方
々

に
は
細
部
に
わ
た
り
温
か
い
気
配
り
で
お
も
て

な
し
を
頂
き
、
感
謝
す
る
と
共
に
四
年
後
の
当

番
県
に
な
る
鹿
文
協
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
機

上
の
人
と
な
り
ま
し
た
。

フ
ラ
の
心
身
に
纏
ひ
た
る
ダ
ン
サ
ー
は

�

　
ほ
く
さ
つ
を
舞
ふ
い
と
た
を
や
か
に

薩
摩
川
内
市
文
化
協
会
会
長
　
　
瀬
尾
　
和
敬

　

県
民
文
化
フ
ェ
ス
タ
in
ほ
く
さ
つ
２
０
１
９

は
、
９
月
１
日
、
薩
摩
川
内
市
川
内
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
７
０
０
名
を
超
え
る
観
客
が
、

フ
ラ
の
世
界
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
県
文
化
協
会
役
員
、
フ
ェ
ス
タ
を

担
当
す
る
北
薩
地
区
の
出
水
市
、
阿
久
根
市
、

さ
つ
ま
町
、
長
島
町
、
薩
摩
川
内
市
（
実
行
委

員
長
）
の
各
文
化
協
会
長
を
中
心
と
し
た
実
行

委
員
会
を
延
べ
５
回
開
催
し
、
当
日
を
迎
え
ま

し
た
。

　

ま
た
出
演
者
会
議
も
、
５
回
開
催
、
８
月
３

日
の
舞
台
稽
古
、
前
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
経
て

の
本
番
で
し
た
が
、
出
演
者
の
皆
さ
ん
の
懸
命

な
稽
古
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
と
り
わ

け
、
川
内
Ｓ
・
Ｐ
の
生
演
奏
、
フ
ロ
ー
レ
ス
・

ヴ
ォ
ー
チ
ェ
の
コ
ー
ラ
ス
に
合
わ
せ
た
フ
ラ
に

は
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

反
省
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
お
互
い
を

称
え
合
い
ま
し
た
。

九
州
・
沖
縄
文
化
団
体
連
絡
会
議
に
参
加
し
て

県
民
文
化
フ
ェ
ス
タ
in
ほ
く
さ
つ
２
０
１
９

～
フ
ラ
の
祭
典
～
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徳之島町文化協会

　

徳
之
島
町
文
化
協
会
で
は
、
平
成
30

年
11
月
3
日
に
、
第
39
回
徳
之
島
町
文

化
祭
を
徳
之
島
町
文
化
会
館
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
に
11
団
体
、
舞
台
部
門
26

団
体　

計
37
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

展
示
部
門
で
は
、
書
道
、
絵
画
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
生
け
花
な
ど
の
団
体
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
最
近
「
展
示
部
門

の
作
品
が
少
な
い
」
と
の
声
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
は
例
年
以
上
に
多
く
の

団
体
か
ら
出
展
希
望
が
あ
り
、
ロ
ビ
ー

に
は
多
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
来
場

者
か
ら
も
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
で
は
、
ダ
ン
ス
、
日
舞
、

三
味
線
、
伝
統
芸
能
、
ピ
ア
ノ
、
合
唱
、

島
唄
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
、
徳
之
島

町
で
の
文
化
活
動
の
多
様
化
が
改
め
て

示
さ
れ
る
形
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
11
月
23
日
に
町
文
化
祭
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
40

回
の
節
目
と
な
る
事
か
ら
例
年
以
上
に

文
化
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

フィナーレ（徳之島闘牛太鼓）ＭＡＬＡＭＡ ＨＵＬＡ STＵDIO　ダ・チャーム（フラダンス）展示部部門（中島書道教室）

　

い
ち
き
串
木
野
市
文
化
協
会
で
は
、

去
る
二
月
二
十
四
日
（
日
）
に
、
第
八

回
音
楽
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

幼
児
か
ら
一
般
、
高
齢
者
ま
で
音
楽

を
中
心
に
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が

一
同
に
会
し
、
様
々
な
形
で
音
楽
を
楽

し
む
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
催
し
で
す
。

　

今
回
は
一
部
の
団
体
が
直
前
に
出
演

で
き
な
く
な
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ

り
ま
し
た
が
、
出
演
者
全
体
で
カ
バ
ー

を
行
い
、
全
員
で
作
り
上
げ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
フ
ィ

ナ
ー
レ
で
歌
う
ハ
レ
ル
ヤ
合
唱
に
よ
り

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

現
代
は
物
よ
り
心
の
豊
か
さ
を
求
め

る
時
代
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

人
々
が
美
し
い
心
を
寄
せ
合
う
令
和

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
音
楽
の
つ
ど
い
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

いちき串木野市文化協会

燃える地域文化
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日置市文化協会連絡協議会

　

令
和
元
年
は
、
薩
摩
の
武
将
島
津
義

弘
没
後
４
０
０
年
の
節
目
の
年
で
す
。

義
弘
は
、
吹
上
伊
作
城
（
亀
丸
城
）
で

生
誕
し
、
幼
少
期
を
伊
集
院
で
過
ご
し

た
と
さ
れ
、
本
市
は
、
義
弘
ゆ
か
り
の

地
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。現
在
で
も「
鹿

児
島
の
三
大
行
事
」
の
一
つ
と
し
て
引

き
継
が
れ
て
い
る
伊
集
院
の
「
妙
円
寺

詣
り
」
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
敵
中
突

破
を
行
っ
た
義
弘
ら
の
苦
難
を
偲
ん
で

始
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
本
市
で

は
、
商
工
観
光
課
に
よ
り
「
日
置
市
観

光
Ｐ
Ｒ
武
将
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
立

ち
あ
が
り
、
各
種
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

本
市
の
観
光
振
興
や
文
化
発
信
の
一
端

を
担
っ
て
い
く
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

当
連
絡
協
議
会
も
、
今
年
度
総
会
で
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
当
協
議
会
で
も
、
文
化
祭

等
で
日
置
市
の
歴
史
や
文
化
の
発
信
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

和泊町文化協会
「
劇
団
が
じ
ゅ
ま
る
」

�

（
正
28
名
・
賛
6
名
）

　
「
劇
団
が
じ
ゅ
ま
る
」
は
、
平
成
28

年
に
世
之
主
没
後
６
０
０
年
祭
を
記
念

し
て
、
座
長
を
は
じ
め
広
く
団
員
を
募

集
し
、
若
手
の
メ
ン
バ
ー
で
再
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
歴
史
創
作
劇
を
通
じ
て
、

町
民
・
島
民
に
島
の
歴
史
に
触
れ
、
親

し
ん
で
い
た
だ
き
島
の
息
づ
か
い
を
感

じ
て
伝
え
て
い
く
と
い
う
目
標
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
文
化
の
振
興
、

発
展
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
昨
年
度
は
11
月
10
日
に
「
え
ら
ぶ

の
西
郷
さ
ん
」
と
題
し
て
、
初
の
自
主

公
演
を
行
い
多
く
の
観
衆
に
感
動
を
与

え
ま
し
た
。

　

自
主
公
演
で
は
、
劇
に
加
え
て
沖
永

良
部
島
で
の
西
郷
隆
盛
の
生
活
に
つ
い

て
の
講
演
や
、
歴
史
創
作
劇
の
発
表
も

行
い
ま
し
た
。
多
く
の
来
場
者
か
ら
、

西
郷
隆
盛
に
つ
い
て
詳
し
く
分
か
り
や

す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
の
感
想
も

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
第
２
回
公
演
開
催
に
向
け
て

の
練
習
に
励
む
と
と
も
に
、
え
ら
ぶ
の

方
言
の
伝
承
に
努
め
、
新
た
な
文
化
芸

能
等
に
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
町
民
・

島
民
に
愛
さ
れ
続
け
る
「
劇
団
が
じ
ゅ

ま
る
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
（
座
長　

大
久
保　

駿
）

歴史創作劇『えらぶの西郷さん』公演
平成30年11月10日

燃える地域文化
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宇検村文化協会・湯湾八月踊り保存会

　

湯
湾
八
月
踊
り
保
存
会
は
集
落
の
豊

年
祭
で
踊
ら
れ
る
八
月
踊
り
が
、
高
齢

化
等
の
た
め
参
加
人
数
が
少
な
く
な
る

な
ど
、
活
気
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た

の
で
、
集
落
の
大
切
で
重
要
な
伝
統
文

化
で
あ
る
八
月
踊
り
を
保
存
、
伝
承
し

て
い
く
目
的
で
、
平
成
二
十
一
年
に
湯

湾
集
落
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
に
、
集
落
豊
年
祭
の
前
後
三
ケ
月

程
度
、
週
一
回
の
練
習
を
行
う
ほ
か
、

豊
年
祭
当
日
に
踊
ら
れ
る
八
月
踊
り
で

は
、中
心
に
な
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

独
自
に
八
月
踊
り
の
歌
詞
集
を
作
成

し
、
多
く
の
人
達
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
し
、
若
い
世
代
や
児
童
生
徒

な
ど
、「
シ
マ
グ
チ
」、「
歌
詞
」
が
わ

か
ら
な
い
世
代
も
歌
詞
集
を
見
な
が

ら
、
踊
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

く
こ
と
や
、
村
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
等
に

積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
伝
統
文

化
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
。

　

様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て
、
集
落
の

文
化
を
次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く
活
動

も
展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

本
市
は
、
統
一
さ
れ
て
は
い
な
い
も

の
の
特
色
を
持
っ
た
文
化
祭
が
加
世

田
・
大
浦
・
笠
沙
・
坊
津
・
金
峰
の
旧

市
町
で
実
施
さ
れ
、
展
示
・
芸
能
そ
れ

ぞ
れ
に
加
盟
団
体
の
他
、
子
ど
も
達
や

郷
土
芸
能
団
体
な
ど
多
く
の
発
表
が
あ

り
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
祭
の
他
、
年
に
５
・
６
回
の
文

化
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

選
考
・
依
頼
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
当

日
の
運
営
ま
で
市
民
に
質
の
高
い
文
化

の
提
供
を
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
も
、
歌
謡
シ
ョ
ー
・
人
形
劇
・
映

画
・
演
劇
な
ど
多
種
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
・
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
文
化
祭
の
統
一

化
の
検
討
や
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど
が

あ
り
、
発
表
機
会
の
拡
充
や
高
校
生
な

ど
若
い
人
達
と
世
代
を
越
え
繋
が
っ
て

い
く
か
な
ど
、
き
め
細
か
な
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

南さつま市文化協会

燃える地域文化
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第 30回　いぶすきシルバー美術展の開催
　

令
和
元
年
八
月
四
日
か
ら
二
〇
日
ま

で
の
期
間
で
、
第
30
回
い
ぶ
す
き
シ
ル

バ
ー
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
の
60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し

平
成
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
当
美
術
展

は
、
今
年
で
三
〇
回
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

記
念
大
会
で
は
、
昨
年
度
を
上
回
る

一
四
〇
人
・
一
七
六
点
の
作
品
が
出
品

さ
れ
、
そ
の
全
て
を
会
場
に
展
示
し
、

訪
れ
た
人
々
の
心
を
魅
了
し
て
い
ま
し

た
。

　

平
均
年
齢
76
歳
。
三
〇
回
連
続
出
品

者
を
は
じ
め
、
99
歳
の
最
高
齢
者
の

方
々
の
力
強
く
若
々
し
い
作
品
は
、
絵

を
描
く
楽
し
み
を
生
き
甲
斐
と
し
て
い

る
こ
と
が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
で
し

た
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
市
内
の
四
幼
稚
園

の
園
児
た
ち
の
絵
も
一
緒
に
展
示
し
、

三
世
代
が
一
緒
に
展
示
会
場
を
訪
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
企
画
し
ま
し
た
。

　

開
催
中
、
お
孫
さ
ん
と
手
を
つ
な
い

だ
出
品
者
た
ち
が
笑
顔
で
楽
し
そ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
指
さ
し
な
が

ら
眺
め
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　

出
品
、
ご
来
館
、
ご
協
力
頂
い
た
皆

様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

シルバー美術展・鹿児島県文化協会賞
前田　成孝

県俳人協会

　

薩
摩
川
内
市
教
育
委
員
会
で
は
、
甑

島
の
豊
か
な
自
然
と
風
土
を
題
材
と
し

た
作
品
（
写
真
・
絵
画
・
俳
句
・
書
道
）

を
募
集
す
る
公
募
展
、「
ト
ン
ボ
ロ
芸

術
村
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
毎
年
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

題
材
と
な
る
甑
島
は
、
上
甑
島
、
中

甑
島
、
下
甑
島
の
三
つ
の
島
か
ら
成
る

東
シ
ナ
海
に
浮
か
ぶ
絶
景
の
列
島
で
、

地
形
等
の
違
い
か
ら
、
各
島
で
四
季

折
々
の
異
な
る
表
情
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

毎
年
県
内
外
か
ら
、
甑
島
を
表
現
し

た
多
種
多
彩
な
作
品
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
俳
句
に
つ
い
て
は
、
優

れ
た
作
品
の
句
碑
を
里
町
西
の
浜
海
岸

の
防
波
堤
に
設
置
し
て
お
り
、
新
た
な

観
光
資
源
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
甑
島
の
大
自
然
や
、
歴
史
、

文
化
を
表
現
す
る
作
品
創
作
活
動
の
一

環
と
し
て
、
四
つ
の
部
門
の
講
座
を
、

甑
島
の
魅
力
を
最
も
堪
能
で
き
る
夏
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
令
和
二
年
度
に

第
二
十
五
回
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
優
秀
作
品

を
一
堂
に
集
め
た
記
念
作
品
展
を
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
甑
島
へ
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

俳句の優秀作品句碑俳句講座の様子作品展の様子

燃える地域文化
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文
　
芸

連　

句
連
句
カ
メ
リ
ア

「
連
句
で
む
す
ぶ
」�

　

佛
渕　

健
悟

　

連
句
は
句
と
句
が
つ
ら
な
り
、
人
と
人
が
つ
ら
な
る
、
紀
貫

之
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
た
け
き
も
の
の
ふ
の
心
を
も
な
ぐ
さ
む

る
」
和
歌
（
に
き
う
た
）
の
一
体
で
す
。
連
句
を
「
俳
諧
の
連

歌
」
と
も
言
う
の
は
、
連
歌
の
伝
統
を
経
糸
に
、
現
代
人
の
生

活
感
や
詩
情
を
緯
糸
に
織
り
な
す
う
た
と
い
う
意
味
で
、
連
句

は
つ
ね
に
現
代
の
詩
と
し
て
生
き
続
け
ま
す
。

　

鹿
児
島
で
の
連
句
の
普
及
は
、
二
○
十
五
年
の
第
三
十
回
国

民
文
化
祭
、連
句
文
芸
祭
の
取
り
組
み
が
大
き
な
き
っ
か
け
で
、

こ
の
前
後
か
ら
各
地
の
連
句
人
と
県
内
の
方
々
と
の
連
句
交
流

が
芽
ば
え
始
め
ま
し
た
。
連
句
を
国
民
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
の

時
だ
け
の
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
そ
の
あ
と
色
々
な
グ
ル
ー

プ
の
中
で
連
句
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
連
句
文
芸
に

関
わ
る
郷
里
の
者
と
し
て
楽
し
み
に
感
じ
て
い
ま
す
。
イ
ッ
パ

イ
や
り
な
が
ら
連
句
が
出
来
る
知
人
友
人
が
郷
里
に
い
る
と
い

う
こ
と
は
大
い
な
る
喜
び
で
す
。
鹿
児
島
に
は「
さ
つ
ま
狂
句
」

の
伝
統
が
あ
り
、
笑
い
に
く
る
ん
だ
批
評
精
神
も
旺
盛
で
、
連

句
を
楽
し
む
素
地
十
分
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
連
句
の

開
花
と
い
う
こ
と
が
次
の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
無
理
な
く
、
生
活
の
自
然
に
根
ざ
し
た
、
自
在

な
連
句
の
実
践
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
鹿
児
島
の
連
句
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
「
連
句
カ
メ
リ
ア
」

（
世
話
人
・
本
田
好
子
）
か
ら
以
下
の
よ
う
な
連
句
作
品
を
見

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
居
酒
屋
で
巻
い
た
連
句
と
の
こ
と
で
、
堅

苦
し
く
な
い
連
句
を
地
元
の
方
だ
け
で
実
践
出
来
て
い
る
こ
と

を
羨
ま
し
く
、
心
強
く
思
い
ま
し
た
。
芭
蕉
の
『
行
脚
の
掟
』

と
言
わ
れ
る
伝
書
に
、「
こ
の
ん
で
酒
を
飲
む
べ
か
ら
ず
。
饗

応
に
よ
り
固
辞
し
が
た
く
と
も
、
微
醺
に
し
て
止
む
べ
し
」
と

あ
り
、
酒
の
飲
み
方
ま
で
修
行
の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
、
連
句

の
遊
び
も
な
か
な
か
奥
が
深
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

�　

十
二
調
「
ブ
ロ
ン
ズ
の
」
の
巻

�　

ブ
ロ
ン
ズ
の
獅
子
に
纏
わ
る
揚
羽
か
な　
　
　

紅
鯨

　
　

苫
屋
の
庭
に
咲
き
し
白
百
合　
　
　
　
　
　

六
寸

　

沖
め
ざ
す
舟
に
潮
の
寄
り
添
う
て　
　
　
　
　
　

屯

　
　

寝
こ
ろ
ん
で
見
る
島
の
星
空　
　
　
　
　
　

光
子

　

試
し
た
き
硝
子
の
靴
は
箱
の
中　
　
　
　
　
　
　

紅

　
　

静
御
前
は
ひ
と
り
舞
ひ
を
り　
　
　
　
　
　
　

屯

　

鳴
り
止
ま
ぬ
拍
手
に
乗
せ
て
木
の
実
降
る　
　
　

光

　
　

デ
ジ
ャ
ブ
の
や
う
な
今
日
の
繊
月　
　
　
　
　

寸

　

欧
州
の
コ
イ
ン
立
ち
た
る
冬
隣　
　
　
　
　
　
　

紅

　
　

連
句
詠
み
合
ふ
春
の
宴
に　
　
　
　
　
　
　
　

光

　

花
の
門
く
ぐ
れ
ば
日
の
輪
か
た
ぶ
き
て　
　
　
　

寸

　
　

子
ら
の
か
け
ゆ
く
野
辺
の
麗
ら
か　
　
　
　
　

屯

　
　
　

令
和
元
年
五
月
二
十
六
日　

首
尾

　
　
　

於
鹿
児
島
市
西
田
町
「
水
心
居
」

�　

連
句
の
形
式
は
歌
仙
（
三
十
六
句
）
を
基
本
と
し
ま
す
が
、

時
間
の
制
約
が
あ
る
時
は
そ
れ
よ
り
短
い
半
歌
仙
（
十
八
句
）、

二
十
韻
（
二
十
句
）、
胡
蝶
（
二
十
四
句
）、
あ
る
い
は
も
っ
と

短
く
表
合
十
句
、
八
句
、
六
句
と
い
っ
た
形
式
を
用
い
ま
す
。

カ
メ
リ
ア
連
句
会
の
作
品
は
十
二
調
と
い
う
自
由
な
非
懐
紙
形

式
で
す
。
酒
を
飲
み
、
よ
も
や
ま
の
話
を
し
な
が
ら
、
二
時
間

か
そ
こ
ら
で
こ
う
し
た
連
句
を
仕
上
げ
て
い
く
の
は
、
大
人
の

遊
び
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
洗
練
さ
せ
て
い
け
る
ジ
ャ

ン
ル
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
勿
論
、
酒
が
な
く
て
も
連
句

は
十
分
に
ハ
イ
に
な
れ
る
文
芸
で
す
。
一
巻
に
は
春
夏
秋
冬
を

織
り
ま
ぜ
、
恋
の
句
、
時
事
句
と
い
っ
た
華
や
か
な
材
料
も
詠

ま
れ
ま
す
。
こ
の
巻
の
第
三
、「
沖
め
ざ
す
舟
に
潮
の
寄
り
添

う
て　

屯
」
は
、
鹿
児
島
の
俳
人
福
永
耕
二
の
「
浜
木
綿
や
ひ

と
り
沖
さ
す
丸
木
舟
」
な
ど
想
起
さ
せ
、
な
つ
か
し
く
、
私

も
「
ま
ぜ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い
を
掻
き
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
ご
一
座
の
六
寸
さ
ん
は
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
長
寿
番
組

「
ぶ
に
せ
ん
も
え
」
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
陶
山
賢
治
さ
ん
で
、

二
〇
一
四
年
十
二
月
に
三
回
、
連
句
に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
今
、
二
ヶ
月
に
一
度
新
宿
区
高
田
馬
場
の
「
薩
摩

の
里
」
で
の
イ
ッ
パ
イ
＆
連
句
を
楽
し
ん
で
下
さ
り
、
寄
っ
て

来
る
仲
間
も
増
え
、「
六
寸
会
」
と
い
う
会
ま
で
出
来
て
し
ま

い
ま
し
た
。
九
月
に
は
屯
さ
ん
も
鹿
児
島
か
ら
上
京
し
参
加
さ

れ
ま
す
。
連
句
の
「
む
す
ぶ
力
」
を
感
じ
ま
す
。
無
理
せ
ず
、

無
理
さ
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
大
事
に
、
連
句
の
楽
し
み

が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

　
　
　
　
　
（
季
語
研
究
会
同
人
／
町
田
在
住
）
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詩
文
芸
誌
「
天
秤
宮
」

白
侘
助

�
　
　
　

河
野
百
合
子

明
け
渡
す
と
決
め
た
窓
ガ
ラ
ス
に

横
な
ぐ
り
の
雨
が
降
り
た
た
く

垂
直
に
凍
結
し
た
思
い
出
を

無
言
の
部
屋
に
響
か
せ
て

国
見　

黒
尊　

甫
与
志
三
山
の
連
な
る

こ
の
土
地
に

義
父
が
宮
大
工
に
頼
ん
で
建
て
た
家

自
慢
の
床
柱
も　

凝
っ
た
欄
間
も

誰
の
手
に
も
誰
の
目
に
も
温
め
ら
れ
ず

幾
年
月

継
ぎ
足
す
言
葉
は
花
瓶
の
底

寄
り
添
う
記
憶
は
壁
の
シ
ミ

明
け
渡
す
と
決
め
た
中
庭
に

空
き
家
に
し
続
け
る
訳
に
い
か
な
い
と

言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に

一
重
咲
き
の

白
侘
助

旅
先
に
て

�

　
　
　

中
村　

保
子

こ
の
街
の
ビ
ル
は

ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
い

ま
ん
ま
る
の
ビ
ル
の
上
に

空
を
突
き
刺
す
尖
塔
が
伸
び
る

捩
れ
た
高
さ
百
メ
ー
ト
ル
の

き
ら
き
ら
光
る
ビ
ル

ヒ
ス
イ
色
の
三
角
錐
の
屋
根

泥
岩
を
削
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
風
の
柱

イ
ス
ラ
ム
寺
院
の
屋
根
が

黄
金
の
輝
き
を
川
面
に
映
す

い
く
つ
も
の
国
の
租
界
だ
っ
た
街
に
百
年

前
も
い
ま
も

世
界
中
か
ら
財
を
求
め
て
人
が
く
る

飽
き
る
こ
と
の
な
い
欲
望
が

背
広
を
着
て
闊
歩
し
て
い
る

蠢
く
悪
の
渦
を
も
の
と
も
せ
ず

ビ
ル
と
ビ
ル
の
間
を
石
畳
の
街
角

将
棋
盤
を
囲
ん
で
男
た
ち
が

ざ
わ
ざ
わ
と
日
常
を
生
き
て
い
る

喧
噪
の
街
を
列
を
な
し
て
観
光
客

淡
水
パ
ー
ル
最
上
級
の
シ
ル
ク
お
茶

国
を
挙
げ
て
販
売
し
て
い
る

昔
も
今
も
富
が
右
か
ら
左
へ
と
流
れ

六
月
の
街
は
モ
ン
ス
ー
ン
真
っ
只
中

短　

歌

大
根
占
短
歌
同
好
会

錦
江
町
文
化
協
会

�

　
　
　
　
　

池
田　

行
徳

思
ふ
が
に
行
か
ぬ
も
の
な
り
人
の
世
と
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
球
の
転
が
り

�

　
　
　
　
　

徳
留　

民
子

夕
つ
陽
に
あ
ら
た
ま
り
立
つ
鳥
浜
に
跳
ね
て
遊
び
い
し
砂
浜
を
恋
う

�

　
　
　

う
る
し
山
ス
ナ
子

海
面
を
朱
色
に
染
め
て
対
岸
の
街
を
の
む
が
に
夕
陽
は
沈
む

�

　
　
　
　
　

山
本
ア
ツ
子

日
輪
を
か
た
ど
る
マ
ー
ク
に
夕
日
受
け
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
は
波
の
上
行
く

�

　
　
　
　
　

加
治
木　

優

雨
に
濡
れ
色
鮮
や
か
に
咲
き
乱
る
紫
陽
花
ロ
ー
ド
は
梅
雨
の
主
人
公

�

　
　
　
　
　

宮
園
美
智
代

竹
林
を
抜
け
通
り
く
る
夕
風
に
ち
り
り
ん
り
ん
と
風
鈴
鳴
り
ぬ

�

　
　
　
　
　

馬
込
由
美
子

バ
ブ
ル
期
を
過
ご
せ
し
滋
賀
へ
思
い
馳
す
秋
に
出
か
け
る
心
の
弾
む

�

　
　
　
　
　

平
石　

恵
子

集
ま
り
て
十
人
十
色
の
短
歌
詠
め
ば
人
生
い
ろ
い
ろ
私
も
い
ろ
い
ろ

�

　
　
　
　
　

内
村　

末
子

初
め
て
の
原
宿
若
者
人
だ
か
り
二
度
と
来
れ
な
い
原
宿
の
町

�

　
　
　
　
　

川
越　

裕
子

馬
鈴
薯
の
葉
は
青
々
と
陽
に
弾
け
芋
が
ま
ん
ま
る
太
る
音
す
る

�

　
　
　
　
　

小
牧　

直
子

岬
よ
り
か
す
み
は
る
か
に
見
ゆ
る
島
基
地
に
な
る
ら
し
お
だ
や
か
な
波

�

　
　
　
　
　

清
藤　

照
子

本
堂
の
裏
の
桃
の
木
ウ
グ
イ
ス
の
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
ケ
キ
ョ
を
隠
れ
て
聞
き
ぬ

�

　
　
　
　
　

久
保　

文
子

何
く
れ
と
世
話
し
て
く
れ
る
教
え
子
さ
ん
私
も
病
人
あ
な
た
も
病
人
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俳　

句

大
隅
や
ま
な
み
俳
句
会
鹿
屋
市
文
化
協
会

（
七
月
吟
行
句
他
）

�

瀬
戸　

清
子

朝
顔
を
数
え
て
け
ふ
の
は
じ
ま
り
ぬ

�
和
田　

洋
文

短
夜
の
夢
の
不
思
議
を
掻
き
集
め

�

大
岳　

麗
子

七
月
や
車
窓
に
仰
ぐ
崩
崖
の
あ
と

�

中
原　

律
子

滝
し
ぶ
き
あ
び
て
涼
し
き
刻
き
ざ
む

�

有
薗
す
み
え

轟
は
滝
へ
の
力
杖
を
曳
く

�

池
江　
　

和

大
滝
の
音
も
ラ
ラ
バ
イ
嬰
眠
る

�

岩
元　

楊
子

車
椅
子
押
す
子
の
額
に
滲
む
汗

�

安
庭　
　

幸

あ
め
ん
ぼ
う
影
に
存
在
感
の
あ
り

�

川
崎　

健
一

万
緑
の
天
神
巡
り
海
凪
る

�

福
沢　

霧
子

夏
落
葉
色
を
愛
で
て
は
拾
ひ
け
り

�

蔵
屋　

き
り

葱
坊
主
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で
楽
し
げ
に

�

安
藤　

瑞
子

曇
り
日
も
雨
の
日
も
良
し
睡
蓮
花

�

中
園
美
智
代

滝
虹
の
微
か
な
色
の
生
ま
れ
け
り

�

垣
内　

靜
香

湖
照
や
ゆ
れ
つ
光
り
つ
夏
落
葉

�

加
藤
エ
ミ
子

山
里
の
空
の
碧
さ
よ
梅
雨
あ
が
る

�

永
吉　

朝
子

水
平
線
よ
り
顔
出
さ
む
雲
の
峰

�

永
吉　

一
歩

捩
花
や
身
の
丈
ほ
ど
の
風
そ
よ
ぐ

新
南
風（
あ
ら
ば
え
）俳
句
会
奄
美
市
名
瀬
文
化
協
会

夏
暖
簾

�

榊　
　

秀
樹

掛
け
て
よ
り
風
の
新
た
な
夏
暖
簾

�

森　

美
佐
子

海
風
が
押
し
て
入
り
く
る
夏
の
れ
ん

�

惠　

ひ
ろ
と

女
一
人
意
地
を
通
し
て
麻
暖
簾

�

庵
崎　

京
子

夏
暖
簾
路
地
は
昭
和
の
佇
ひ

�

登
山　

磯
乃

太
文
字
の「
ゆ
」を
分
け
入
れ
て
い
る
夏
の
れ
ん

�

窪
田　

セ
ツ

夏
の
れ
ん
心
許
せ
る
人
と
ゐ
て

�

竹
田　

史
郎

水
色
の
風
を
育
て
ゝ
夏
の
れ
ん

雑
詠

�

作
田
セ
ツ
ヨ

全
身
で
乳
吸
う
赤
子
玉
の
汗

�

重
武　
　

妙

大
西
日
同
じ
話
を
二
度
三
度

�

金
井
由
美
子

浜
木
綿
や
姉
は
い
つ
し
か
母
代
わ
り

�

中
吉　

頼
子

捥
ぎ
た
て
の
ト
マ
ト
は
野
生
の
香
を
放
つ

�

川
田　

清
子

月
下
美
人
匂
ひ
て
闇
の
垣
根
越
し

�

緑
沢　

克
彦

囀
り
が
さ
え
ず
り
呼
ん
で
森
の
朝

薩
摩
郷
句

渋
柿
会
鹿
屋
支
部
鹿
屋
市
文
化
協
会

�

有
川　

南
北
（
汪
）

狭せ

め
座ざ
し
っ敷
ま
こ
て
喧や
か
まし
子こ

分ぶ

限げ
ん

者し
ゃ　

�

西
浦　

大
器
（
第
記
）

議
は
言ゆ

ど
ん
ギ
ッ
タ
鞠ま
い

似
た
可む

愛ぞ

か
孫

�

中
村　

白
浪
（
辰
郎
）

九く
ん

十じ
ゅ

じ
ゃ
が
五
年
物も

ぬ
買
た
新に

け
日
記

�

永
田　

紀
子

大で

事し

な
こ
っ
メ
モ
し
た
事こ
つ

ば
け
忘
れ
っ

�

倉　

美
和
子

男
所じ
ょ
て帯
衣い
し
ょ装
ん
修こ
そ
く理
や
叺か
ま

げ
繕ふ

せ　

�

太
田　

太
陽
（
陽
子
）

頑か固
て
頭び
ん
たど
げ
ん
も
で
け
ん
家や
ど

ん
亭て

し主

�

中
野　

検
索
（
健
作
）

梅
ち
ぎ
い
は
し
と
叩
け
ち
婆
ん
下げ知
っ

�

福
島　

篤
丸
（
篤
紀
）

女お
な
ご
ど
し

友
達
無も

え
尽
講
い
集
ま
っ
夜
が
明
け
っ

�

福
園　

放
電
（
力
）

賑は
ず

ん
出
た
頃
に
ゃ
そ
ろ
い
と
下
戸
あ
出
っ
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（1）

第 118 号
令和元年 10 月 1 日

鹿児島県文化協会

発行人　原口　　泉

鹿児島市山下町 ５―３

県文化センター内

TEL　０９９－２２３－３１２３

シルバー美術展　第30回
記念大賞　　迫田　克子

50周年記念特別号

賛 助 会 員 募 集

　県文化協会の活動・事業を支援していただ

くため、「賛助会員」制度を設けています。

　賛助会員は、本会の事業にご参加いただく

ほか、機関誌「文化かごしま」により文化情

報をお伝えしています。詳細は事務局へ

≪賛助会員≫ 9月20日現在

向　井　俊　夫

下　鶴　隆　央

堀之内　芳　平

柳　　　誠　子

酒　匂　卓　郎

松　里　保　廣

上　山　貞　茂

西　村　　　協

鶴　丸　明　人

田　畑　浩一郎

成　尾　信　春

池　畑　憲　一

鹿児島筑紫会

鹿児島県交響楽団　石井祥

詩吟朗詠錦城会鹿児島県本部

最勝寺　良　寛

島　本　保　子

松　清　秀　一

吉　井　浩　一

迫　口　幹　子

八　木　幸　夫

前　田　久　恵

野　元　誠　二

本　村　錦　香

森　山　陽　子

平　島　義　仁

（順不同、敬称略）
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鹿児島支店 〒890-0062 鹿児島市与次郎2丁目7-25 インフラテックビル2F TEL.099-256-8002
営業時間／10：00～18：00（定休日：火・水曜）  https://www.heim-k.com/

宅地建物取引業者免許/国土交通大臣（3）7094号・建設業許可番号/国土交通大臣（特-27）第21314号 （一社）九州不動産公正取引協議会加盟 （公社）鹿児島県宅地建物取引業協会加盟

南日本ハウジングプラザ

鹿児島市与次郎1-9-38
TEL.099-251-6816

KTS展示場

鹿児島市与次郎2-4-43
TEL.099-257-5815

川内展示場

薩摩川内市中郷1-10-16
TEL.0996-27-0587

MBC国分展示場

霧島市国分野口西9-38
TEL.0995-45-4216

家族の命を守るために、繰り返し地震が起こっても倒壊しない強固な家づくりが必要です。

ライフラインを確保できること2

・ プライベートな空間がなく心が休まらない
・ 夜は消灯され防犯面も不安、空調も止まる
・ 配給、トイレ時は大行列に並ぶことに
・ 子どもや妊産婦、高齢者は過ごしにくい
・ ペットを連れて行けない所や特別なルールがあることも

避難所での生活はこんなに大変

昼夜を問わず安心安全に暮らせること3

もしもの時に、電気を貯める

［スマートハイム・ナビ］

地震に耐える住宅であること1 地震に強い頑強な
「ユニット構造体」

大容量ソーラーで、
災害時も安心

夜間は昼に蓄えた
電気をフル活用

蓄電池

我が家が“発電所”になる

昼も夜も電気を自給自足する家へ。

大容量
ソーラー

電気自動車連携システム

VtoHeim

家じゅうの電力を見える化

HEMS


